
皆様にとって良い年でありますように  

新年、明けましてお

めでとうございます。 

今年は、酉年です

が縁起として酉（トリ）

は「取り込む」に繋が

るといわれ、そこから

運気も取り込めるとも

言われています。また、

物事が頂点まで極まった状態が、酉年だとも言わ

れており、色んな面で成果が得られる年になるか

もしれません。運気や有効な情報を取り入れ、自

分にとっても実りある一年にしたいものです。 

今年も市民のため塩竈市のため全力を尽くし、

一生懸命頑張りますので、ご支援を宜しくお願い

致します。 

 

昨年２月定例会から１２月定例会までの一年  

初心を忘れず、市民の声を行政に伝えそして

提案して参りました。昨年、一年間の主な活動。 

①かまた礼二の議会だより１４号の発行 

②平成２８年度予算特別委員会の委員長 

③２月定例会議での施政方針に対する質問 

④６月・９月・１２月定例会議での一般質問 

⑤熊谷大を励ます会を兼ねて鎌田礼二の議会

報告会を５月に開催 

⑥鎌田礼二の議会報告会を１１月に開催 

⑦鎌田礼二後援会の交流会（３回目）を開催 

⑧市民クラブの会長としての会派活動 

 

平成２８年度予算特別委員会  

２月２９日、議員全員をもって構成する平成２８

年度予算特別委員会が設置され、正副委員長の

互選を行い、私が委員長に選任されました。 

委員会は、関係当局、理事者の出席と各種資

料の提出を求めながら、２月２９日、３月１日、３月

２日及び３月３日の４日間にわたり、平成２８年度

当初予算（一般・特別・企業会計）約６９０億５千万

円について詳細な説明の聴取と活発な質疑を行

い、慎重に審査を進めました。 

なお本委員会は議案第２５号及び第２９号に対

し、附帯決議を付することに決しました。 議案第

２９号の附帯決議は次のとおりです。 

◎議案第２９号（海岸通地区震災復興市街地再

開発事業） 

一．開発可能な採算ラインとすべきである。市

は、公的支援等の経過を速やかに市民・議

会に報告すること。 

一．過去に市の財政負担が拡大した反省をふ

まえること。 

一．交流人口の拡大に向け、関係機関との協

議に努めること。 

一．市は責任を持って事業執行に努めること。 

 

施政方針に対する質問と一般質問  

２月定例会議での施政方針に対する質問と６

月・９月・１２月定例会議での一般質問の概要は、

以下の通りで提案型の質問を行っています。 

◎２月定例会議での施政方針に対する質問 

・市の人口が５万５千人を割り込んでいる。ありき

たりの人口増加策だけではいけない。 

平成２８年度より子ども医療費助成を中学３年

生まで拡大するが、私は、人口増加策の一環と

して、ここは一気に高校３年生まで引き上げるべ

きではないか。そのことにより塩竈市の評価が上

がるのではないか。 

・塩竈魚市場は、水揚げ量で県内４番目、金額で

３番目である。石巻や気仙沼に負けない競争力

が必要であり、新たな取り組みが必要である。 

  外洋から塩竈港は遠いが、魚市場から高速道

路に近い、それが消費地に近いということになる。

利府中インターと４５号線間の早急な道路整備

が必要である。 

・児童生徒の学力向上対策として放課後児童クラ
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ブ（学童クラブ）は、児童の預かりだけではなく勉

学が出来る塾的要素をもったものにすべきでは

ないか。 

・どこの町内会でも防犯灯の電力使用が町内会

会計に占める割合が高くなっている。市で予算

化し一機にＬＥＤ化を進めるべきである。 

・道路整備の予算が少なすぎる。ニーズに応える

予算とは思えない。もっと増やすべきである。 

・貞山１号岸壁の整備と水深－９m の航路浚渫が

実現すれば塩竈の未来が大きく変わる。県に対

して今まで以上に強く要望していくべきである。 

・浦戸の島民人口が震災以前より増えて、はじめ

て真の浦戸が復興したと言えるのではないか。

将来的には、４島を結ぶにしろまず宮戸・寒風沢

間の架橋の実現が必要である。 

また、浦戸小中学校を寄宿舎制にすれば、島

に一つの産業が生まれ、定住人口も増える。全

国から入校希望者が増えるのではないか。 

・交流人口を拡大する一番の方法は、塩竈神社と

町中の駐車場（マリンゲート付近）とのルートをつ

くることではないか。また、「勝画楼」と「洋式灯台

の台座」は、観光の目玉になる。解体復元（少し

手前に移設）するよう市長は塩竈神社と交渉（市

が取得し復元）すべきである。灯台の台座に当

初計画されていた灯台を設置してはどうか。 

※１２月１５日の河北新報にて勝画楼解体の報道

があり、１２月定例会議の最終日に「勝画楼保存

に向けての決議」が全会一致で議決された。 

・塩竈市立病院の健全化に向け改革を進めてい

るが、もう公立病院としては限界なのではないか。

現在、一般会計から支援を行っているが、これ

は決して健全な経営とは思えない。 

◎６月定例会議での一般質問 

・市立病院は、全職員一丸となり改革に取り組み、

ある程度の成果は認められるものの、現在の所

から移転するか又は、民営化の道しかないと私

は思う。今後の動向を注視したい。 

・１８歳選挙権について、マスコミによると選挙の

知識を教えるだけではなく、投票について深く考

えさせる授業が広がっている。 

中学校の授業で政治。選挙の重要性を授業

に取り入れる等の攻めの政策が必要なのではな

いか。将来の投票率アップや政治・議会への関

心が高まり、ひいては市民意識の向上につなが

ると思います。 

・待機児童については、一定の要件に満たず希

望する保育所に入れないケースが多い。こうい

ったことがないよう塩竈市として努力する必要が

あるのではないか。こういった配慮が、定住増加

策の一つになるのではないでしょうか。 

・市内各所で道路の整備不良が認められる。来

年度の一般道路整備費のアップをお願いする。 

また、特に私道は、整備が進んでいないのが

現状である。私道も含めた道路整備により、利用

する老若男女、誰しもが恩恵を受け、住みやす

い塩竈となることで、定住人口増加の一因にな

ると考える。私道整備補助事業の補助率が低い

ため整備が進まない。この予算を増やして補助

率を上げることにより、制度の活用を図る必要が

ある。 

・災害復興住宅について、震災時北浜に住んで

おり被災し、災害公営住宅は最初か北浜に応募

していたが、抽選になった。何故、こういったこと

が起こるのか。こまめな調査や打合せを行って

いなかったのではないか。希望に沿ったかたち

でお願いしたい。 

・平成２６年９月定例会議で宮戸・寒風沢間架橋

実現に向けての決議が全会一致で可決した。 

当局で架橋設置等の可能性について調査を

実施した結果では、約７０％の方が、浦戸地区

に架橋は必要であると回答し、そのうち、約４５％

が「塩竈市側との間」、約２５％が「宮戸との間」、

約２０％が「島内架橋」となっている。 

総合評価では、島内架橋は、市単独事業とな

るが、宮戸間の架橋は補助事業化の可能性が

残るとされており、最も可能性が高いという結果

である。また、景観上の問題は、沈埋トンネルの



手法で解決できる。 

◎９月定例会議での一般質問 

・議会中継は、宮城ケーブルテレビが開設された

当初より議会中継が行われており、議会や行政

に関心をもって議会中継を見ている市民はかな

り多い。そんな中、ケーブルテレビによる議会中

継が、本年６月定例会議をもち中止となった。 

また、インターネット中継とケーブルテレビ利

用者層が違うことと、行政としての情報公開の観

点からもケーブルテレビによる議会中継が必要

である。早急に再開すべきである。 

※ケーブルテレビによる議会中継の再開をもとめ

る議案が、９月定例会議の最終日に全会一致

で可決された。また、１２月定例会よりケーブル

テレビによる議会中継が再開されました。 

・塩竈市立病院への実質の一般会計からの負担

が、毎年約５億円である。公立病院の役割を果

たしてはいるものの市民に対する負担があまりに

も大きい。年間５億円もあれば、道路整備や街

灯のＬＥＤ化、数々の子育て支援等の人口増加

策等に十分に使える金額である。 

また、現在の市立病院の位置や建物では限

界で、大きな収支改善は望めない。ＰＦＩ等により

民間の力を借りての病院の建てかえが必要であ

ると思う。 

一般会計からの年間５億円と新病棟からの売

り上げで返済が可能と考える。また、市役所と病

院を併設し建設しても良いのではないか。今後

の職員の頑張りも違うのではないでしょうか。 

◎１２月定例会議での一般質問 

・塩竈市の人口減少は、市税の減少を招きそれ

が行政の停滞につながる、更に人口減少と悪循

環となる大きな問題である。 

人口増加策として他市町村で実施しているこ

とも必要ではあるが、ありきたりの対策だけでは

大きな効果は望めない。他市町村に無い大胆な

政策が必要だと思う。 

まず、塩竈市にとっては、もっと働き場所が必

要であり魚市場の水揚げの拡大が望まれる。水

揚げの拡大は、関連業種労働人口増加にも繋

がり塩竈に住むきっかけにも成りうると考える。水

揚げの拡大を見据え市場の一元化が必要となる。

新魚市場の完成前に一元化を図るべきである。 

また、子育て支援、学力向上に向けた取り組

みや町内街路灯のＬＥＤ化、私道の整備助成率

を上げる等により住み易い環境整備に努める必

要があると考える。 

・今年２月定例会議で、本塩釜駅前商店街１番地

区２番地区関連で復興交付金からと一般会計か

ら合わせて８億３千万円を付帯決議付きで議会

承認しているが、未だ承認していない地権者が

居ると聞いている。付帯決議に記載されていると

おり市が責任をもって事業執行に努めること。 

・昨年、塩竈独自の「いじめ防止条例」を制定しま

した。 

「いじめ防止条例」施行後の問題は無く効果

が表れているようであるが、最近、教師からの言

葉による暴力（パワハラ）等が、マスコミで報道さ

れている。そういったことは、塩竈では無いので

しょうか。 

教育委員会として、教師が児童生徒への指導

不適切等も含めた対応が必要なのではないか。

教職員間の人間関係やストレスから児童生徒へ

のパワハラに繋がることも十分に考えられる。そう

いったことが起こらないよう教職員への配慮もお

願いしたい。 

 

少林寺拳法塩竈道院 入門者募集  

３才児から高齢者まで もちろん女性も 

・会 場 少林寺拳法塩竈道院 専有道場 

（市内梅の宮：長沢郵便局向） 

・稽古日 毎週火・木曜日 午後 ６：３０～９：００ 

（年少者は８：００まで） 

     土曜日 午後 １：３０～４：００ 

（年少者は３：００まで） 

・連絡先 ＴＥＬ ０９０－８９２１－３７８３（鎌田まで） 
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